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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成16年 5月29日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正し
ます。

記

1． ( 平成16年 4月 1日 ～ 平成16年 9月30日 )17年 3月期中間業績予想数値の修正
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想（A）

（             発表）        1,657          57          46平成16年 5月29日

       1,565          16          14今回修正予想（B）

         △ 92          △ 41          △ 32増減額（B-A）

    △ 5.6    △ 71.9    △ 69.6増減率

       1,666           6           0前期(平成16年 3月期中間)実績

2． ( 平成16年 4月 1日 ～ 平成16年 9月30日 )17年 3月期中間連結業績予想数値の修正
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想（A）

（             発表）        1,919          97          87平成16年 5月29日

       1,746          16          14今回修正予想（B）

        △ 173          △ 81          △ 73増減額（B-A）

    △ 9.0    △ 83.5    △ 83.9増減率

       1,856          31          15前期(平成16年 3月期中間)実績

( 平成16年 4月 1日 ～ 平成17年 3月31日 )3．17年 3月期通期業績予想数値の修正
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想（A）

（             発表）
       3,100          26           5

平成16年 5月29日

       3,072          12           5今回修正予想（B）

         △ 28          △ 14            0増減額（B-A）

    △ 0.9    △ 53.8      0.0増減率

       3,162           3          23前期(平成16年 3月期)実績

(参考)1株当たり予想当期純利益(通期)           0円06銭



4．17年 3月期連結業績予想数値の修正（ 平成16年 4月 1日 ～ 平成17年 3月31日 )
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

（              発表）
前回発表予想（A）        3,509          38          16平成 16年 5月29日

       3,441          17          10今回修正予想（B）

         △ 68          △ 21           △ 6増減額（B-A）

    △ 1.9    △ 55.3    △ 37.5増減率

       3,503          10          30前期(平成 16年 3月期)実績

(参考)1株当たり予想当期純利益(通期)           0円12銭

5．理 由

上記修正理由は以下のとおりであります。

１．当中間期の売上高は、当初の予想数値より単体で5.6%減、連結で9%減が見込まれます。利益に関
　しましては、単体、連結の営業利益、経常利益とも、予想数値を大幅に下回る見込みであります。
　　当中間期の当社を取り巻く環境は、当社の製品関連市場の設備投資に回復の兆しが見られました
　が、主力製品の減収および原油価格の急騰による原材料高騰の影響により予想数値が達成できない
　見込みになりましたので、業績予想の修正を行うものであります。
２．下半期は、工業用品を中心に受注が堅調に推移する見込みであり、一部製品の値上げ効果も期待
　できますので、単体、連結とも利益計上を目指しておりますが、当中間期の業績の影響により、通
　期の業績予想につきましても修正するものであります。
３．上記の予想は、現時点で判断可能な情報に基づき作成したものでありますので、今後発生する　
　種々の要因の影響によっては、本予想数値と異なる可能性があります。

以  上


